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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成22年6月3日(2010.6.3)

【公表番号】特表2003-527492(P2003-527492A)
【公表日】平成15年9月16日(2003.9.16)
【出願番号】特願2001-518493(P2001-518493)
【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｍ  16/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｍ  16/00    　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年4月15日(2010.4.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエステル物品の表面を改質するための方法であって、
（ａ）前記ポリエステル物品の表面をシュードモナスメンドシナ由来のクチナーゼで処理
して加水分解する；
（ｂ）前記処理したポリエステルを化合物と接触させて、前記ポリエステルに前記化合物
を付着させる；
各工程を含む方法。
【請求項２】
　前記化合物が、共有結合を形成し、ポリエステル表面の親水性および／または電荷を高
めることのできる化合物である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記化合物が、アルコールおよび／またはカルボン酸と反応することのできる化合物で
ある、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記化合物が、布帛仕上化合物、染料、帯電防止化合物、非汚染性化合物、抗微生物化
合物、制汗性化合物および／または消臭化合物を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　カチオン性化合物のポリエステル物品出発材料への吸収を改善するための方法であって
、
（ａ）シュードモナスメンドシナ由来のクチナーゼを準備し；
（ｂ）ポリエステル物品出発材料と、前記クチナーゼと、を接触させ；
（ｃ）前記改質されたポリエステル物品を、前記（ｂ）工程に続くかまたは同時に、カチ
オン性化合物と接触させる；
各工程を含む方法。
【請求項６】
　前記表面改質されたポリエステルが、前記工程（ｂ）で、同時にカチオン性化合物と接
触される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記表面改質されたポリエステルが、工程（ｂ）に続き、カチオン性化合物と接触され
る、請求項５に記載の方法。



(2) JP 2003-527492 A5 2010.6.3

【請求項８】
　前記カチオン性化合物が、布帛仕上化合物、染料、帯電防止化合物、非汚染性化合物、
抗微生物化合物、制汗性化合物および／または消臭化合物を含む、請求項５に記載の方法
。
【請求項９】
　前記カチオン性化合物が染料を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　前記染料が塩基性染料である、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記カチオン性化合物が、布帛仕上化合物である、請求項５に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１の方法に従い製造されるポリエステル物品。
【請求項１３】
　非汚染性である、請求項１２に記載のポリエステル物品。
【請求項１４】
　前記処理に続き、前記物品がカチオン性染料で染色される、請求項１２に記載のポリエ
ステル物品。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　ＵＳ５５１２２０３は、クチナーゼ酵素と、ポリエステラーゼ適合性界面活性剤とを含
む洗剤組成物を開示している。微生物酵素クチナーゼは、シュードモナスメンドシナ（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｍｅｎｄｏｃｉｎａ）からであり、クチンまたはクチン様の汚れ
を有する材料を酵素を使用して洗浄するための改良法に使用する。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　ＪＰ５３４４８９７Ａ（Ａｍａｎｏ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　ＫＫ）は、脂肪
族ポリエステルとともに溶液に溶解させ、強度を弱めることなく、繊維テキスチャーを改
善する結果を有する市販のリパーゼ組成物を記載している。シュードモナス　エス・ピー
・ピー（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）からリパーゼにより分解することのできる
脂肪族ポリエチレンのポリマーもまた開示されている。
 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　適したポリエステラーゼは、動物、植物、真菌および細菌源から単離することができる
。植物から誘導されるポリエステラーゼの使用に関しては、ポリエステラーゼは、多くの
植物の花粉に存在する。ポリエステラーゼは、また、アブシディア　エス・ピー・ピー（
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Ａｂｓｉｄｉａ　ｓｐｐ．）；アクレモニウム　エス・ピー・ピー（Ａｃｒｅｍｏｎｉｕ
ｍ　ｓｐｐ．）；アガリクス　エス・ピー・ピー（Ａｇａｒｉｃｕｓ　ｓｐｐ．）；アナ
エロマイセス　エス・ピー・ピー（Ａｎａｅｒｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）；アスペルギル
ス　エス・ピー・ピー（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エイ　オウキュ
レアツス（Ａ．ａｕｃｕｌｅａｔｕｓ）、エイ　アワモリ（Ａ．ａｗａｍｏｒｉ）、エイ
　フラバス（Ａ．ｆｕｒａｖｕｓ）、エイ　フォエティダス（Ａ．ｆｏｅｔｉｄｕｓ）、
エイ　フマリクス（Ａ．ｆｕｍａｒｉｃｕｓ）、エイ　フミガツス（Ａ．ｆｕｍｉｇａｔ
ｕｓ）、エイ　ニジュランス（Ａ．ｎｉｄｕｌａｎｓ）、エイ　ニガー（Ａ．ｎｉｇｅｒ
）；エイ　オリザエ（Ａ．ｏｒｙｚａｅ）、エイ　テレウス（Ａ．ｔｅｒｒｅｕｓ）およ
びエイ　ベルシカラー（Ａ．ｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ）；オイロバシディウム　エス・ピー
・ピー（Ａｅｕｒｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）；セファロスポラム　エス・ピー・ピ
ー（Ｃｅｐｈａｌｏｓｐｏｒｕｍ　ｓｐｐ．）；カエトミウム　エス・ピー・ピー（Ｃｈ
ａｅｔｏｍｉｕｍ　ｓｐｐ．）；クラドスポリウム　エス・ピー・ピー（Ｃｌａｄｏｓｐ
ｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）；コプリヌス　エス・ピー・ピー（Ｃｏｐｒｉｎｕｓ　ｓｐｐ．
）；ダクチリウム　エス・ピー・ピー（Ｄａｃｔｙｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）；フサリウム　
エス・ピー・ピー（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、エフ　コングロメランス（
Ｆ．ｃｏｎｇｌｏｍｅｒａｎｓ）、エフ　デセムセルラーレ（Ｆ．ｄｅｃｅｍｃｅｌｌｕ
ｌａｒｅ）、エフ　ジャバニクム（Ｆ．ｊａｖａｎｉｃｕｍ）、エフ　リニ（Ｆ．ｌｉｎ
ｉ）、エフ　オキシスポラム（Ｆ．ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、エフ　ロゾイム（Ｆ．ｒｏｓ
ｅｕｍ）およびエフ　ソラニ（Ｆ．ｓｏｌａｎｉ）；グリオクラジウム　エス・ピー・ピ
ー（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）；ヘルミントスポルム　エス・ピーピー（Ｈｅ
ｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、サティバム；ヒューミコラ　エス・
ピー・ピー（Ｈｕｍｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、エイチ・インソレンス（Ｈ．Ｉｎ
ｓｏｌｅｎｓ）およびエイチ・ラヌギノサ（Ｈ．ｌａｎｕｇｉｎｏｓａ）；ムコール　エ
ス・ピー・ピー（Ｍｕｃｏｒ　ｓｐｐ．）；ニューロスポラ　エス・ピー・ピー（Ｎｅｕ
ｒｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、エヌ　クラッサ（Ｎ．ｃｒａｓｓａ）およびエヌ
　シトフィラ（Ｎ．ｓｉｔｏｐｈｉｌａ）；ネオカリマスチクス　エス・ピー・ピー（Ｎ
ｅｏｃａｌｌｉｍａｓｔｉｘ　ｓｐｐ．）；オルピノマイセス　エス・ピー・ピー（Ｏｒ
ｐｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）；ペニシリウム　エス・ピー・ピー（Ｐｅｎｉｃｉｌｌ
ｉｕｍ　ｓｐｐ．）；ファネロカエート　エス・ピー・ピー（Ｐｈａｎｅｒｏｃａｅｔｅ
　ｓｐｐ．）；フェレビア　エス・ピー・ピー（Ｐｈｌｅｂｉａ　ｓｐｐ．）；ピロマイ
セス　エス・ピー・ピー（Ｐｉｒｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）；シュードモナス　エス・ピ
ー・ピー（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）；リゾプス　エス・ピー・ピー（Ｒｈｉ
ｚｏｐｕｓ　ｓｐｐ．）；シゾフィラム　エス・ピー・ピー（Ｓｃｈｉｚｏｐｈｙｌｌｕ
ｍ　ｓｐｐ．）；トラメテス　エス・ピー・ピー（Ｔｒａｍｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）；トリ
コダーマ　エス・ピー・ピー（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、例えば、ティ　レ
エセイ（Ｔ．ｒｅｅｓｅｉ）、ティ　レエセイ（Ｔ．ｒｅｅｓｅｉ）（ｌｏｎｇｉｂｒａ
ｃｈｉａｔｕｍ）およびティ　ビリデ（Ｔ．ｖｉｒｉｄｅ）；および、ウロクラジウム　
エス・ピー・ピー（Ｕｌｏｃｌａｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、ユー　コンソルチアレ
（Ｕ．ｃｏｎｓｏｒｔｉａｌｅ）；ジゴリンキュス　エス・ピー・ピー（Ｚｙｇｏｒｈｙ
ｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）のような真菌から誘導することもできる。同様に、ポリエステラ
ーゼは、バシラス　エス・ピー・ピー（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）；セルロモーナス
　エス・ピー・ピー（Ｃｅｌｌｕｌｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）；クロストリジウム　エス
・ピー・ピー（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）；マイセリオフトラ　エス・ピー・
ピー（Ｍｙｃｅｌｉｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｐｐ．）；シュードモナス　エス・ピー・ピー
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ピー　メンドシナ（Ｐ．ｍｅｎｄｏｃ
ｉｎａ）およびピー　プチダ（Ｐ．ｐｕｔｉｄａ）；テルモモノスポラ　エス・ピー・ピ
ー（Ｔｈｅｒｍｏｍｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）；テルモマイセス　エス・ピー・ピー
（Ｔｈｅｒｍｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ティ　ラヌギノサ（Ｔ．ｌａｎｕｇｉ
ｎｏｓａ）；ストレプトマイセス　エス・ピー・ピー（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ
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ｐ．）、例えば、エス　オリボクロモゲネス（Ｓ．ｏｌｉｖｏｃｈｒｏｍｏｇｅｎｅｓ）
およびエス　スカビエズ（Ｓ．ｓｃａｂｉｅｓ）のような細菌において；および、フィブ
ロバクター　スキノゲネス（Ｆｉｂｒｏｂａｃｔｅｒ　ｓｕｃｃｉｎｏｇｅｎｅｓ）のよ
うな繊維分解反すう（ｒｕｍｉｎａｌ）細菌において；ならびに、例えば、カンディーダ
　エス・ピー・ピー（Ｃａｎｄｉｄａ　ｓｐｐ．）、例として、シー　アンタルクチカ（
Ｃ．Ａｎｔａｒｃｔｉｃａ）、シー　ルゴサ（Ｃ．ｒｕｇｏｓａ）；トレシー（Ｔｏｒｒ
ｅｓｉｉ）；シー　パラプシロシス（Ｃ．ｐａｒａｐｓｌｉｏｓｉｓ）、シー　サケ（Ｃ
．ｓａｋｅ）；シー　ゾイラノイデス（Ｃ．ｚｅｙｌａｎｏｉｄｅｓ）；ピチア　マイヌ
ータ（Ｐｉｃｈｉａ　ｍｉｎｕｔａ）；ロドトルーラ　グルチニス（Ｒｈｏｄｏｔｏｒｕ
ｌａ　ｇｌｕｔｉｎｉｓ）；アール・ムシラギノーサ（Ｒ．ｍｕｃｉｌａｇｉｎｏｓａ）
；および、スポロボロマイセス　ホルサチクス（Ｓｐｏｒｏｂｏｌｏｍｙｃｅｓ　ｈｏｌ
ｓｔｉｃｕｓ）のような酵母において見出すことができることが予想される。
 
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
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【表１】

 
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　上記から理解されうるように、試験したほとんど全ての酵素は、ＤＥＴ検定における活
性（ジ－エステラーゼ活性）を有する。しかし、試験した酵素の１つのみがＰＥＴ検定の
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両方において有意な活性を有する。この証拠より、ＤＥＴ検定において活性を有し、また
、ＰＥＴ加水分解活性を有する酵素に関して交差型（ｃｒｏｓｓｏｖｅｒ）が存在するも
のの、ＤＥＴ加水分解活性を有するが、ポリエステラーゼ活性を有しない非常に多数の酵
素が存在することが明らかである。実施例２および３において見られるように、ＰＥＴ活
性を有する酵素は、ポリエステル繊維の酵素を使用する有意な変換を生ずる。このデータ
から、本出願人らは、ポリエステラーゼ活性を有する酵素の同定は、酵素がモノ－または
ジ－エステラーゼ活性を有するか否かということからは予想できないと決定した。
 
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７５】
実施例　２　ポリエステルの機能性表面特性を改質するためのポリエステラーゼによる酵
素を使用するポリエステル繊維の表面改質・装置：ラウンダー－オメーター（Ｌａｕｎｄ
ｅｒ－Ｏｍｅｔｅｒ）
・処理ｐＨ：ｐＨ８．６（５０ｍＭのＴｒｉｓ緩衝液）
・処理温度：４０℃・処理時間：２４時間　・酵素：シュードモナスメンドシナからの４
０ｐｐｍのクチナーゼ・対照：不活性化した４０ｐｐｍのクチナーゼ（シュードモナスメ
ンドシナ）
・基質：１００％ポリエステル－
　－ＤａｃｒｏｎＲ５４（試験布帛からの形式番号７７７）
－ＤａｃｒｏｎＲ６４（試験布帛からの形式番号７６３）
　観測される全ての効果がポリエステル表面の改質のみにより、付着蛋白質効果から生じ
ないことを確認するために、見本をプロテアーゼで処理した。ポリエステラーゼ処理後、
５／８インチの円板を処理した見本から切り取った。ついで、円板を５ｐｐｍのサブチリ
シン（ｓｕｂｔｉｌｉｓｉｎ）および０．１％の非－イオン性界面活性剤（Ｔｒｉｔｏｎ
　Ｘ－１００）とインキュベートして、ポリエステル上に結合された蛋白質を除去した。
結合した蛋白質のレベルは、最小の蛋白質が布帛に結合したままであることを確認するた
めに、コオマシーブルー染色（ｃｏｏｍａｓｓｉｅ　ｂｌｕｅ　ｓｔａｉｎｉｎｇ）を使
用して検討した。
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